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《小さいものはしっかり管理》
3歳の子どもの口の大きさは約4ｃｍ。これより小さな物は、子どもの手の

届かないところに保管しましょう。ボタン電池、ナッツ類、たばこ、薬など、

身近な物でも飲み込むと危険な物は沢山あります。

子どもがけがをしそうで「ヒヤッとした」ときこそ、次の事故を防ぐチャンスです。

「無事でよかった」とすませるのではなく、なぜヒヤッとしたのかを見直しましょう。

冬至は、１年で一番昼が短い日。

この日を境にだんだん日が長くなっ

ていきます。冬至の日には、かぼ

ちゃを食べ、ゆず湯に入る習慣が

ありますね。「冬至にかぼちゃを食

べるとかぜをひかない」と聞いたこと

はありませんか。野菜の少ない冬、

保存のきくかぼちゃを食べて栄養

を補い、健やかに過ごそうという古

来の知恵です。ゆず湯に入るのも、

血行が促進され、体が温まるからで

す。こうしたすばらしい知恵を、子ど

もたちにも伝えていきましょう。

はくさいは、冬の鍋料理などに欠かせ

ない食材の１つです。約95％も水分を

含み、低カロリーでビタミンＣも効率よく

摂取できる健康野菜です。甘みがあり、

その淡泊な味は、肉や魚のうまみを上

手に吸収します。また、他の食材との調

和もよいので、薄味に調理して食べる

のがおすすめです。煮たはくさいは、体

の余分な熱を冷ます作用をもち、消化

もよいので、かぜで熱が出た

ときに食べるのも

よいでしょう。




